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○得意技を磨こう！ 

 ソフトバンクホークスに周東という選手がいます。 

 とにかく「足が速い」選手です。 

 ホームランやヒットによる打撃面での華々しい活躍は、あまり見られません。 

 とはいえプロ野球選手ですから、それなりの力があることは間違いないです。 

 彼は自分の長所である俊足をプロ野球の世界で十分に生かしています。 

 そうすることで一流選手の仲間入りを果たしたといってもいいでしょう。 

 さて、野球の話をしたいわけでは決してありません。 

 生徒の皆さんには「自分の長所」を磨いてほしいと思うのです。 

 ついつい、自分の苦手なところばかりが気になってしまいます。 

 もちろん苦手なものを克服する努力も必要です。 

 でも人それぞれに必ず、どこかに「いいところ」があります。 

 「みんな違ってみんないい」のです。 

 自分の長所はどこなのか。 

 自分の得意分野は何なのか。 

 見つけるのは自分です。 

 得意技を見つけて才能を磨いていくことは、どこの世界でも大切です。 

 あなたにしかない得意技を見つけて磨いていきましょう。 

 

○避難訓練に考える 

 期末考査の最終日には今年度はじめての避難訓練が実施されました。 

 今回は火災を想定した訓練でした。 

どの学年も先生と生徒が一つになって、真剣に取り組みました。 

 「まさか」の事態が、わが身に降りかかるのが災害です。 

 何かの事態に直面したとき、私たちは落ち着いて行動することができるでしょうか。 

 なかなか難しいことですが、もしもの事態に備えることが大事です。 

 ですから訓練には臨場感が必要なのです。 

 災害のみならず、何が起こるかわからない時代です。 

 生徒の皆さんには「自分の身は自分で守る」という意識をもってほしいです。 

 まだ中学生です。 

 でも、もう中学生なのです。 

 たくましく、大きく成長してください。 

 次の訓練は９月の予定です。 


